
＜鹿島中学校 学校だより＞

スローガン（目標に向かって、今この瞬間を努力しよう） ～あいさつは 心の絆 あいさつで 心を磨く～

車輪梅 【平成２９年１月号】

《重点目標》 『夢の実現に向けて、主体的に行動できる生徒』

「酉」年に大きな飛躍
とり

新しい年の始まりです。今年の目
標をお決めになられたでしょうか。
新年を迎えるにあたって、自問自答
しながら何か心に決するものがあっ
たことと存じます。酉年は、「例え
ると「果実が成熟の極限に達した状
態を表している」と言われます。今

までの努力や積み重ねが成就する年かもしれません。さ

らに、飛躍の年とも言えます。１年間、大空に羽ばた
く鳥のように羽を広げ飛び続けてほしいものです。じっ
としていても何も始まりません。今後の幸せな生活を過
ごすためにも、自分で意を決して動き始めましょう。
第３学期は、生徒たちにとって平成２８年度の締めく
くりにあたります。今までに蓄えた力を思い切り出し、
３月には、成長した自分自身が確認できるようにしたい
です。今日から再スタートです。自分に負けず、弱い者
に思いやりをもって、勁草のように逞しく、目標をしっ

けいそう

かり立て、達成できるよう期待しております。

右の「学ぶ」は、谷川氏が「福島県の生涯学習
振興のために」との思いからつくったものです。
じっくり、何度でも、一人で、あるいは家族で
一読していただければ幸いです。

【学ぶとは 】
学ぶことは、生徒たちにとって辛いことかも知れま

せん。それは、教科の学習があって理解するとか、テ
ストの評価があるからかも知れません。しかし、その
ことだけが「学ぶ」ということではないのです。学校
生活や家庭などの日常生活のさまざまな場面で人とし
ての挨拶や礼儀など、すべてが「学ぶ」ということで
す。すなわち、私たちが生きて生活するそのものが「学
ぶ」ということなのです。そのような考えや姿勢を持
つことがとても重要と言うことです。そのように全て
の大人が子供を成長させているということです。

【受験のはじまりだ 】
＜県立高等学校へのⅠ期出願 ＞
１月１９日（木）＜先勝＞暦の良い

日を選び、７０名の３年生が県立高校
にⅠ期の出願をします。いよいよ、受
験の本番が近づいてきました。
Ⅰ期受験まで考えるとまだ、半月余

りあります。残された時間で最大限の努力を惜しま
ず頑張ることです。今頑張っているのは他校の３年
生も同じです。自分の将来の夢をつかむためにも、
今この瞬間を頑張ってほしいです。

＜ 学ぶ ＞ 谷川俊太郎 作

あなたは学ぶ
空に学ぶ
空はすでに答えている
答えることで問いかけている

わたしは学ぶ
土に学ぶ
隠された種子の息吹
はだしで踏みしめる
この星の鼓動

あなたは学ぶ
木に学ぶ
人からは学べぬものを
鳥たちけものたちとともに学ぶ

わたしは学ぶ
手で学ぶ
石をつかみ絹に触れ
水に浸し火にかざし
愛する者の手を握りしめて

あなたは学ぶ
目で学ぶ
どんなに見開いても
見えぬものが
閉じることで見えてくること

わたしは学ぶ
あなたから学ぶ
わたしとは違う秘められた
傷の痛み
わたしと同じささやかな日々の楽しみ

わたしたちは学ぶ
本からも学ぶ
知識と情報に溺れぬ知恵
言葉を超えようとする
言葉の力を

そうしてわたしたちは学ぶ
見知らぬ人の涙から学ぶ
悲しみをわかちあうことの
難しさ

わたしたちは学ぶ
見知らぬ人の微笑みから学ぶ
喜びをわかちあうことの喜びを

あけましておめでとうございます


